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環境への意識を高める

清掃・保全活動

行動につながる

きっかけ作り

私たちは、浄化槽の保守点検・清掃業務等を通じて、地域の生活環

境と水環境を支えています。普段は目立たない仕事ですが、生活排

水を適正に処理し、安心して暮らせる日常を守るために欠かすことの

できない役割です。

環境を守る仕事に携わる企業として、自らの事業活動で使用する燃

料や電力、水、紙などについても、環境負荷を把握し、できることから

改善を重ねる責任があると考えています。

2025年度は、浄化槽の適正な維持管理を通じて地域の水環境を守

るとともに、省エネルギーや資源の有効活用など、日々の業務の中で

できる環境配慮を積み重ねてきました。また、安全運転や緊急時への

備え等、社員が安心して働ける職場づくりも進めています。

これからも、社員一人ひとりの仕事が地域と環境を支えているという

誇りを大切にし、確かな技術と安心を届けてまいります。
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組織の概要

1. 事業者名および代表者名

有限会社 寿浄化槽センター 代表取締役 原彩乃

（HP： https://nakatu.biz/）

2.  所在地

本社・車庫：大分県中津市大字永添1150-1

第二車庫：大分県中津市大悟法小野間829-5

3. 環境管理責任者および連絡先

統括部長 大井手 祐太

TEL 0979-24-0755 FAX  0979-23-5317

4. 事業内容

浄化槽の清掃、保守及び点検、補修業

産業廃棄物収集運搬業、し尿汲み取り業

浚渫作業（側溝・暗渠池等）、排水管清掃業

5. 事業規模

資本金 300万円 、 売上高 売上区分A（5億円未満）

延床面積 479.72㎥ 従業員数 10名

6. 事業年度

4月1日～翌3月31日

7. 認証・登録範囲

有限会社寿浄化槽センター 全社（全組織・全活動・全従業員）

主な事業案内組織の概要
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浄化槽の清掃、し尿汲取り業

事業所活動に伴って発生する産業
廃棄物を、法令に基づき適正に収
集運搬しています。

浄化槽保守点検・補修業

産業廃棄物収集運搬業 浚渫作業・排水管清掃業

汚泥やし尿を適切に収集し、浄化
槽の処理機能と地域の衛生環境
を支えています。

ブロワ・ポンプ等の交換をはじめ、
マンホールの蓋枠・槽内の補修工
事にも対応します。

側溝、暗渠等にたまった汚泥や土
砂の除去、排水管の清掃を行いま
す。

https://nakatu.biz/


組織の概要（許可の内容）

許可の内容

1．一般廃棄物収集運搬業・浄化槽清掃・保守点検業許可一覧

官公庁許可・登録 許可・登録番号 許可・登録年月日 有効年月日

一般廃棄物収集運搬業 中清管し許可第105号 令和8年4月1日 令和10年3月31日

一般廃棄物処理業 中清管許可第023号 令和8年4月1日 令和10年3月31日

浄化槽清掃業 中津し許可第112号 令和8年4月1日 令和10年3月31日

浄化槽保守点検業 第155号 令和7年10月23日 令和10年10月22日

2．産業廃棄物収集運搬業許可一覧

許可県名 許可番号 許可年月日 有効年月日

福岡県 第04418123030号 令和2年11月28日 令和7年11月27日

大分県 第04000123030号 令和2年11月28日 令和7年11月27日

廃棄物の種類 大分県 福岡県

汚泥 〇 〇
廃油 〇 〇
廃酸 〇 〇
廃アルカリ 〇 〇
廃プラスチック類 〇*1*2*3 〇*1*2*3

紙くず 〇*1 〇*1

木くず 〇*1 〇*1

繊維くず 〇*1 〇*1

金属くず 〇*2*3 〇*2*3

ガラスくず 〇*1*2*3 〇*1*2*3

がれき類 〇*1 〇*1

*1 石綿含有産業廃棄物を含む *2 水銀使用清算産業廃棄物を含む *3 自動車等破砕物を含まない

３． 解体工事業登録

許可県名 登録番号 登録年月日 有効年月日

大分県 大分県知事（登ー７）第６２７号 令和8年2月10日 令和13年2月10日

1966
中津清潔社を創業

19７６
法人組織化

1990
(有)寿浄化槽センターを設立

2005
産業廃棄物収集運搬業を開始
事業の多角化により生活インフラ
事業を強化

2022
エコアクション21認証取得

2023
(株)なかつ空き家管理サポート
設立 経営体制を強化
EA21環境経営レポート大賞
九州 奨励賞を受賞

2024
EA21環境経営レポート大賞九州
外部コミュニケーション優秀賞を受賞

会社のあゆみ

2025
同友エコ奨励賞を受賞
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施設等の状況

名称 最大積載量（t) 燃料 台数

バキューム車 2t 軽油 1

バキューム車 3t 軽油 2

2トン車（平ボディ） 2t 軽油 1

軽トラック 0.3t ガソリン 4

産業廃棄物収集運搬車 2t 軽油 1

強力吸引車 4t 軽油 1

乗用車（営業車） 0.3t 軽油 1

保有台数 計11台 （2026年4月1日時点）

保有車両

産業廃棄物積替保管施設

所在地 大分県中津市大悟法小野間829-5

積替保管面積 21㎡ 種類 汚泥（有機汚泥・無機汚泥含む）、廃油、廃酸、廃アルカリ

保管上限 汚泥・廃油12㎥ 、 廃酸100ℓ 、 廃アルカリ100ℓ

エコアクション21認証登録後、燃費性能に配慮した車両の導入を進めています

【令和4年度導入】 2020年度燃費基準達成車 （軽トラック）

【令和5年度導入】 2022年度燃費基準105%達成車 （営業車）

【令和6年度導入】 Nox・PM規制適合車 （バキューム車）

バキューム車

強力吸引車
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処理実績：産業廃棄物収集運搬量（汚泥）125t



具体的な取り組み

活動のねらい
環境への意識を高める

清掃・保全活動

行動につながる

きっかけ作り

私たちが大切にしていること

いつもの暮らしを支え、
地域の水環境を守るために。

私たちの仕事は、浄化槽の清掃や保守点検を通じて、

安全で快適な暮らしと、きれいな水環境を守る事です。

日々の事業活動そのものが環境保全につながっている

ことを自覚し、省エネルギー、省資源、廃棄物削減を

はじめ、地域の環境活動に継続して取り組んでいます。

私たちは地域に根差し、環境にやさしい社会を創造し続けます。

人々の暮らしの質の向上に貢献し、発展し続ける企業を目指します。

地域社会、顧客から信頼され、

この地域に無くてはならない存在であり続けます。

1.お客様に対し

・当社に任せてよかったと思って頂けるよう、常に最高のサービスと技術を提供します。

・お客様の声を真摯に受け止め、サービス向上に努めます。

2.社会に対し

・事業活動に関わる関係法令、社会規範、社内ルールを順守し社会的良識に従った行動を行います。

・持続可能な社会の実現に向け、積極的に地球環境の保全に取り組みます。

3.社員・家族に対し

・社員一人ひとりの自主性を尊重し、コミュニケーション豊かな企業風土を醸成します。

・従業員が自らの能力を発揮し、相互に活かしあう仕組みづくりを構築し、

ともに成長することを目指します。

1. 誠実に、ていねいに、一つずつ積み重ねて信頼を築く

2. 仲間と協力し合い、成果につなげる

3. 礼儀を尽くし、誇りをもって働く

4. 小さな改善から挑戦へつなげる

5. 安全を先読みし、リスクを防ぐ

MISSION
（使命）

VISION
（目指す方向性）

VALUE
（行動基準）

― KOTOBUKIのMVV ―
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EA21環境管理体制

代表取締役

事務部門 業務部門

環境管理責任者

エコアクション21に関する役割と責任及び権限

代表者

・環境経営に関する統括責任及び環境管理責任者の任命

・環境経営に必要な経営資源（人・物・資金）を準備

・環境経営方針の策定・見直しを行い、全社員へ周知

・環境経営システムの構築、実施、管理責任

・環境関連法規、環境経営目標、環境経営計画書の作成

・環境活動の実績集計、全体の評価及び目標見直しを実施

・環境への取組の自己チェック及び環境への負荷自己チェック

・環境経営レポートの作成、承認

環境管理
責任者

・環境活動の取り組み結果を代表者へ報告

・環境関連法規等取りまとめ表の見直しと遵守評価の実施

・各部門の社員に対する教育訓練の実施

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境経営レポートの作成、確認

部門責任者

・環境管理責任者の補佐

・自部門における環境経営方針の周知

・自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

全社員
・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性の自覚と実践

・決められたことを守り、自主的、積極的に環境活動へ参加

実施体制

7



環境への意識を高める

清掃・保全活動

行動につながる

きっかけ作り

環境経営方針

基本理念

有限会社 寿浄化槽センターは、「地域に根差し、環境に

やさしい社会を創造し続ける」という使命のもと、

事業活動を通じて、地域の生活環境および水環境の保全

に取り組みます。

また、事業活動が環境に与える影響を認識し、環境負荷の

低減と継続的な改善を進めることで、暮らしの

質の向上に貢献し、地域とともに発展し続ける企業を目指し

ます。

事業活動に伴う環境負荷の低減および環境改善を目指し、次の事項に取り組みます。

1) 事業所における電力使用量の削減に努めます。

2) 業務車両の燃料使用量を削減し、省エネルギーおよび排出ガスの抑制に努めます。

3) 廃棄物の発生抑制、分別および適正処理に努めます。

4) 水資源を大切にし、節水に努めます。

5) 5S活動を通じて、職場環境の改善や地域における環境活動を推進します。

    事業活動に関わる環境関連法規及び条例等を遵守します。

    全従業員が自主的・積極的に環境保全活動を実践できるよう、本方針を周知徹底します。

    この環境経営方針は社外にも公表します。

1

2

3

4

基本方針

制定日： 2022年 4月 1日
改訂日： 2023年 4月 1日

有限会社 寿浄化槽センター
代表取締役 原 彩乃
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環境への意識を高める

清掃・保全活動

行動につながる

きっかけ作り

環境負荷の状況・環境経営目標

環境負荷項目 単位 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

二酸化炭素排出量 kg-CO2 35,979.9 34,975.1 38,326.5 38,186.7 37,672.2

エネルギー
使用量

電力 kWh 13,841.0 12,593.0 12,750.0 13,010.0 12,506.0

ガソリン ℓ 2,390.3 2,304.2 2,469.4 2,621.8 2,753.2

軽油 ℓ 9,777.5 9,146.3 10,267.5 10,028.1 9,719.3

一般廃棄物排出量 可燃ごみ kg - - 558 557 617

水使用量 上水道 ㎥ 56.0 46.5 50.0 50.0 50.0

環境負荷の状況

25年度 環境経営目標・実績・評価

環境経営目標 単位
2024年度 2025年度

基準年 目標 実績 削減率 評価

二酸化炭素排出量 kg-CO2 38,186.7 38,124.4 37,672.2 -1.2% ○

(1)電力使用量 kWh 13,010.0 12,879.9 12,506.0 -2.9% ○

(2)ガソリン使用量 ℓ 2621.8 2621.8 2,753.2 5.0% ×

(3)軽油使用量 ℓ 10,028.1 10,028.1 9,719.3 -3.1% ○

可燃ごみ排出量 Kg 558 ≦558 617 4.1% ×

コピー用紙使用量 枚 32,483 ≦32,483 33,805 10.6% ×

上水使用量 ㎥ 50 56 50 0.0% ○

地域環境活動の推進 回 2回以上/年 2回以上/年 2回 - ○

5Sの徹底 計画の遵守 計画の遵守 計画の遵守 - ○

※二酸化炭素排出係数は、0.472kg-CO2／kWh（九州電力 令和6年度・調整後）を使用。 ※化学物質は使用していないため、目標設定は行わない。 
※2025年度より、2024年度を新基準値とし、CO2排出量、電力使用量は△1%、ガソリン・軽油使用量は現状維持、可燃ごみ・上水使用量は前年度以下を目標とした。 
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環境経営計画・取組結果と評価・次年度の取り組み

電気使用量削減

(kWh)

活動内容 達成状況 関連SDGs

(1)電気使用量の削減

◇ 空調の適正化（冷房26℃、暖房23℃） *クールビズの推奨（社内ポロシャツの着用推奨） ○

◇ 夜間照明や残業時における室内照明の最小化 ○

◇ 冷暖房器具の定期清掃（エアフィルタ等の清掃を年2回以上実施） ○

取組結果と評価

◼ 省エネ型冷蔵庫へ入れ替えたものの、電力使用量全体への影響は限定的であった。
◼ 事務所内では空調の使用を抑え、夏季は窓による換気、冬季は電気毛布やヒーターを

活用したことで、年間の電力使用量は前年度を下回った。
◼ 記録的な猛暑となり空調使用を抑えることが難しかったが、適切な室温管理を行うと

おもに、冷たい飲み物を活用して暑さを和らげ、必要以上に空調温度を下げないよう努
めた。

◼ 結果として、2025年度の電力使用量は12,506kWhとなり目標値に対して2.9%削
減することができた。

次年度の取り組み

◼ 空調温度の適正管理、不要照明の消灯、冷暖房器具の定期清掃を継続する。
◼ 季節ごとの電力使用量を確認し、前年同月と比較することで、使用量の増加を早期に

把握し対策を立てるようにする。

定期的な
エアフィルタ清掃

冷たい飲み物で
体感温度を下げる

Ⅰ. 二酸化炭素排出量削減
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21年 22年 23年 24年 25年

目標 0.0 12,593.0 13,564.2 13,425.8 12,879.9

実績 13,841.0 12,593.0 12,750.0 13,010.0 12,506.0

11,500

12,500

13,500

電気消費量の推移

空調服など
クールビズ

節電



環境経営計画・取組結果と評価・次年度の取り組み

Ⅰ. 二酸化炭素排出量削減

ガソリン・軽油使用量削減

(ℓ)

活動内容 達成状況 関連SDGs

(２)ガソリン・軽油使用量の削減

◇ 急発進や急停車を抑制し、エコドライブを徹底する ○

◇ 効率的な収集運搬ルートの確立 △

◇ 定期的な自主点検、メンテナンスの実施 （日常点検の徹底） ○

取組結果と評価

◼ 事業活動の活発化に伴い、車両の稼働率及び走行距離が増加し、時間的な余裕が少なく
なったことで、急加速・急ブレーキ等の運転状況に影響した可能性がある。

◼ 結果として、2025年度はガソリン使用量が目標値に対して5.0%増加した。

次年度の取り組み

◼ タイヤの摩耗状態等の定期点検を徹底するとともに、急加速及び急ブレーキを控えるよう
周知する。また臨時対応時の人員配置や応援体制を見直し、人員確保に向けた社内体制
の整備を進める。あわせて効率的な配車についても継続的に見直していく。

◼ 工事現場に向かう際など、忘れ物がないか確認し、無駄な運転を減らす努力をする。

エコカーの購入
ドライブレコーダーで
エコドライブ意識向上
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21年 22年 23年 24年 25年

目標 0.0 2,304.2 2,342.5 2,444.7 2,621.8

実績 2,390.3 2,304.2 2,469.4 2,621.8 2,753.2

1,000

2,000

3,000

ガソリン使用量の推移



環境経営計画・取組結果と評価・次年度の取り組み

ガソリン・軽油使用量削減

(ℓ)
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21年 22年 23年 24年 25年

目標 0.0 9,146.3 9,582.0 10,164.9 10,028.1

実績 9,777.5 9,146.3 10,267.5 10,028.1 9,719.3

1,000

4,000

7,000

10,000

軽油使用量の推移
取組結果と評価

◼ 軽油使用量は、配車や収集運搬ルートの見直しなど、業務の効率化により抑制できた。
◼ 2025年度における軽油使用量は、目標に対して3.1%削減することが出来た。

次年度の取り組み

◼ 効率的な配車及び収集運搬ルートについて、引き続き継続的に見直していく。
◼ 停車中の不要なアイドリングを控え、待機時間や作業の段取りを見直すことで、アイドリ

ング時間の短縮に努める。夏季は、無理のない範囲で燃料使用量の抑制に取り組む。
◼ 日常点検及び定期的な車両整備を徹底し、燃費の維持・向上を図る。

タンク内清掃 吸引車メンテナンス

▼定期的なオイル交換やタンク内の清掃を行い、車両の燃費維持・改善に努めています。



環境経営計画・取組結果と評価・次年度の取り組み

Ⅱ. 一般廃棄物排出量削減

コピー用紙の削減

(枚)

活動内容 達成状況 関連SDGs

(１)コピー用紙の削減

◇ 社内文書の電子化 ○

◇ 両面印刷の推進 △

◇ 印刷ミスの削減及び、片面使用済み用紙のメモ用紙としての再利用 △

取組結果と評価

◼ FAXや請求書等の電子化を進め、紙の使用量削減に取り組んだ。
◼ 行政機関への提出書類に加え、グループワークや書き込みを伴う社内マニュアルや研修

資料は、紙での配布が必要となり、印刷物の増加につながった。
◼ 結果として、2025年度のコピー用紙使用量は目標値より4%上回った。

次年度の取り組み

◼ 封筒への自社名印刷は外注へ切り替え、社内での印刷作業及び印刷ミスの削減を図る
◼ 印刷前の内容確認を徹底し、不要な印刷や再印刷を減らす。
◼ FAX、請求書、社内資料等について、可能なものから段階的に電子化を進める。
◼ 片面使用済み用紙は、機密情報等に配慮したうえで、メモ用紙として再利用する

社内文書の電子化
工事写真の電子納品

アルコール検査記録
給与明細電子化による
ペーパーレス化
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22年 23年 24年 25年

目標 0.0 36,613.0 38,111.0 32,483.0

実績 36,613.0 38,111.0 32,483.0 33,805.0

20,000

25,000

30,000

35,000

コピー用紙使用量の推移



環境経営計画・取組結果と評価・次年度の取り組み

事業系廃棄物の削減

(kg)

活動内容 達成状況 関連SDGs

(2)ごみの発生を抑制

◇ 使い捨て用品の購入を抑制（詰め替え商品購入促進） ○

◇ 分別管理を確実に行い、再資源化を促進 ＊古紙リサイクルの徹底 △

◇ マイボトルやマイカップ持参を推進 ○

取組結果と評価

◼ 毎週金曜日に5S活動を実施し、取組状況の評価や定期的な清掃を行った。
◼ 5S活動の定着により、これまで社内に保管・放置されていた不要物を整理し、少しずつ廃

棄するようになったことから、一般廃棄物の排出量が増加した。一方で、古紙や段ボール、
雑紙のリサイクルが十分ではなく、資源物として分別できるものが一般ごみに混在した。

◼ その結果、2025年度の一般廃棄物排出量は目標値を11%上回った

次年度の取り組み

◼ 可燃・不燃ごみ、スチール・アルミ缶、ペットボトル、びん等の分別管理を継続して徹底する。
◼ 段ボールや雑紙等の古紙について、資源物として分別・回収し、リサイクルを進める。
◼ ごみ箱や保管場所の表示を分かりやすくし、分別方法を全社員へ周知する。
◼ 5S活動を継続し、不要物をため込まず、計画的に整理・処分する。

段ボール等の古紙を
リサイクル業者へ搬入

ごみ分別を徹底し
混合廃棄物を削減

Ⅱ. 一般廃棄物排出量削減
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23年 24年 25年

目標 0.0 558.0 558.0

実績 559.0 558.0 617.0
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廃棄物排出量の推移



環境経営計画・取組結果と評価・次年度の取り組み

Ⅲ. 水使用量の削減

上水使用量の削減

(㎥)

取組結果と評価

◼ 節水意識の徹底に取り組み、蛇口の閉め忘れや必要以上の水使用を防ぐよう、全社員で
意識して行動した。

◼ 事務所用（現場の手袋等を洗うためのもの）の洗濯機を小型のものへ変更したことで、洗
濯時の水使用量を抑えることができた。

◼ その結果、2025年度の上水使用量は50㎥となり、目標値を維持することができた。

次年度の取り組み

◼ 現在の使用量から大幅に削減することは難しいため、蛇口の閉め忘れ防止や必要以上に
水を使用しない取組を継続する。

◼ 蛇口や配管等の水漏れがないか定期的に確認し、異常があれば早期に対応する。

活動内容 達成状況 関連SDGs

(1)上水使用量の削減

◇ 節水意識の徹底 ○

◇ 水道を必要以上に使いすぎない（水の強さを意識して調整） ○

水資源の有効活用と水環境の保全

事業所に設置してある浄化槽を適切に維持管理し、
生活排水を適正に処理することで、地域の水環境の
保全に努めています。 （清掃1回/年、保守点検4回/年）
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21年 22年 23年 24年 25年

目標 0 55 55 54 56

実績 56 47 50 50 50

0

30

60

上水使用料の推移



環境経営計画・取組結果と評価・次年度の取り組み

Ⅳ. 環境配慮活動の推進

活動内容 達成状況 関連SDGs

(1)地域における環境活動の推進

◇ 地域社会貢献活動の一環として、事業所周辺の清掃活動を行う
＊グリーンアップおおいた実践隊として、地域環境の美化に貢献する

○

◇浄化槽のお客様に対し、環境に配慮した適正な使用方法について丁寧に説明する。
汲み取り式トイレから浄化槽への転換を推進する。 ※中津市下水道課と連携し、啓発チラシも配布

○

◇環境経営レポートを地域・社会とのコミュニケーションツールとして活用し、情報発信を強化する。
＊自社ホームページやSNSにて発信し、事業活動における環境配慮の取り組みを可視化する

○

取組結果と評価 次年度の取り組み

◼ 毎朝の清掃活動に加え、週1回は事務所周辺から県道まで清掃範囲を広げ、
身近な地域美化に継続して取り組んだ。

◼ 中小企業家同友会の「同友エコ奨励賞」を受賞し、当社の環境配慮の取組
を対外的に発信することができた。

◼ GW明けに半日時間を取り、地域清掃活動を行うことができた。

◼ 浄化槽の適正使用や合併処理浄化槽への転換について、行政と連携した啓
発活動を継続する。

◼ アースデイ等の地域イベントへの参加機会を活用し、浄化槽による水環境保
全や空き家問題など、当社グループの事業と環境との関わりを発信する。

合併処理浄化槽への転換と適正使用の啓発

汲取り便槽や単独処理浄化槽から、合併処理浄化
槽への転換を案内するとともに、浄化槽の適正使用
を促すため、環境に配慮した使用方法について、今
一度丁寧に説明しています。

リユースと空き家対策を通じた地域貢献

アースデイ中津に出店し、不用品を次の使い手へ
つなぐリユース活動を実施。また空き家対策を
テーマに登壇し、空家整理の実態や早めの備え
についてお話ししました。
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環境経営計画・取組結果と評価・次年度の取り組み

Ⅳ. 環境配慮活動の推進

活動内容 達成状況 関連SDGs

(2)5S（整理・整頓・清掃・清潔・躾）の徹底

◇身の回りの物を整理・整頓し、不要なものは廃棄する ○

◇毎週金曜日は5S活動の日とし、定期的に清掃を行い職場環境を清潔に保つ
＊ 5S活動評価日：5, 9, 12, 3月

○

取組結果と評価 次年度の取り組み

◼ 毎週金曜日を5S活動の日とし、役割分担に基づいて活動を実施した。
◼ 四半期ごとに取組状況を評価し、改善が必要な箇所を確認しながら、職場環

境の改善を進めた。
◼ 定期的な5S活動が定着したことで、年末に大規模な清掃を行う必要が少な

くなり、日頃から清潔な状態を維持できるようになった。
◼ 活動を通じて、長期間使用していない物や不要な備品が明確になり、保管物

の見直しにつながった。

◼ 5S活動がマンネリ化しないよう、評価項目や役割分担を定期的に見直し、
継続して取り組める仕組みを整える。

◼ 長期間使用していない物や保管目的が不明確な物について、必要性を確認
し、廃棄・再利用・保管を判断する。

◼ 四半期ごとの評価を継続し、改善箇所や実施内容を記録することで、取組の
成果を見える化する。

◼ 整理後の状態を維持できるよう、物の定位置や適正な保管量を見直す。

毎週金曜の夕方は5S活動

整理・整頓 清掃・清潔 躾

四半期に一度、評価不要なものは処分
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安心と環境を支える社内づくり

KYT研修を通じた安全運転意識の向上

今年度も、自動車メーカー様及び警察署の協力のもと、KYT（危険予知トレーニング）研修を実施しました。交通事故やヒヤリ・ハット事例を題材に、運転

時に潜む危険を社員全員で考え、安全運転への意識を高める機会となりました。また、急加速や急ブレーキを控えることが、事故防止だけでなく、燃料使

用量や環境負荷の低減にもつながることを学び、エコドライブへの意識向上となりました。

熱中症対策の徹底

毎年、本格的な夏を迎える前に、全社員を対象とした熱中症

対策研修を実施しています。夏季は厳しい暑さの中で屋外作

業を行うほか、工事作業では粉じんマスクを着用する場合も

あり、熱中症の危険性が高まります。研修では、日頃からの声

掛けや体調確認、水分・塩分補給の目安、休憩の取り方、体

調不良者が出た場合の緊急対応について確認し、社員全員

が安全に作業できるよう対策を徹底しています。

AED研修による緊急時対応力の向上

AEDの使用方法や心肺蘇生法について実技研修を行い、緊急時に落ち着いて

対応するための知識と手順を確認しました。社員一人ひとりが応急対応の重要

性を理解し、安心して働ける職場づくりに努めています。

毎朝、体調管理表で健康状態を確認

WBGT測定と塩飴補充はMUST！

熱
中
症
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
し
、い
つ
で
も
確
認
で

き
る
よ
う
社
内
共
有
し
て

い
ま
す
！
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事業を通じた環境配慮

旧式ブロワから省エネモデルへの更新

2025年度に実施したブロワ新替工事のうち、7割以上が旧型式から省エネルギー性能に配慮した現行モデルへの更新となりました。新替の際は、使

用年数や故障状況、修理費用等を踏まえてお客様へ丁寧に説明し、安定した浄化槽機能の維持と消費電力の抑制につながる機種を提案しています。

浄化槽の適正な維持管理の推進

浄化槽ブロワ

浄化槽の機能を良好に保つためには、保守点検・清掃・法定検査を、定められた回数や時期に実施することが重要です。当社では、お客様の管理状況

を確認し、必要に応じて管理内容を見直したうえで、浄化槽の役割と維持管理の重要性を丁寧に説明しています。維持管理が不十分な状態が続くと、

処理機能の低下や放流水質の悪化、機器の故障につながる可能性があります。異常を早期に発見し、浄化槽を良好な状態で長く使用していただける

よう、適正な維持管理を推進しています。

Instagramにて情報発信中！
日々の業務の様子や注意喚起も行っています

浄化槽の蓋など、実際にお客

様に現場を見ていただきなが

ら、必要な修繕を提案します。

有資格者である浄化槽管理

士が、必要に応じて清掃時期

等の見直しを提案しています。
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地域・社会とのつながり

日常業務を通じた地域の見守り

「ながら見守り」宣言協力事業所として、日常業務の中で地域の異変に目を配っています。また、認知症サポーターやSOSネットワークへの登録を通じて、

誰もが安心して暮らせる地域づくりに協力しています。

空き家対策とリユースを通じた地域・環境への貢献

2023年10月に関連会社「株式会社なかつ空き家管理サポート」を設立し、空家整理や生前・遺品整理を通じて、地域課題の解決と環境負荷の低減に

取り組んでいます。「老後の家じまいに不安を感じることのない社会」の実現を目指し、家財を一律に廃棄するのではなく、まだ使用できるものは次の使

い手へつなぐことを大切にしています。昨年度は、家じまい支援の中で出てきた家電やシニア用品等を福祉施設へ寄付し、地域の中で再び活用していた

だく取組を進めました。リユースや寄付、再資源化を通じて廃棄物の削減を図るとともに、依頼者の心理的な負担を軽減し、地域の中で物が循環する仕

組みづくりにつなげています。

地域の皆さまへの日頃の感謝を込
めて、いずみの園フェスタに出店しま
した。来場者との交流を通じて、当社
をより身近に感じていただくとともに、
地域とのつながりを深める機会とな
りました。 (2025.10.12)

(有)寿浄化槽センター35周年を記
念し、日ごろの感謝を込めて中津市
へ寄付を行いました。地域の防犯対
策に役立てて頂き、安心安全なまち
づくりに繋がることを願っています。 

フードバンク リユースフリマ家じまい支援 20



地域・社会とのつながり

「デコ活」宣言を通じた環境取組の推進

環境省が展開する国民運動「脱炭素につながる新しい豊かな暮らしを創る国民運動（通称：デコ活）」に賛同し、「デコ活宣言」を行っています。日々の

業務の中で実践できる脱炭素アクションや省エネ活動を広げ、社員一人ひとりが持続可能な社会づくりに貢献できる企業文化の定着を目指しています。

環境活動に関する表彰

21

自然環境を守るビオトープの取り組み

これまでの環境活動や情報発信が評価され、エコに関する表彰を受賞いたしました。

受賞年度 表彰名

2023年度 エコアクション21環境経営レポート大賞・九州奨励賞

2024年度
エコアクション21環境経営レポート大賞・九州 外部コミュニケーション優秀賞
 同友エコ奨励賞

2025年度 同友エコ奨励賞

生物や植物に触れながら、身近な自然環境への関心を育みます

エコアクション認証取得後、自社で出来る小さな取組を
コツコツと積み重ねてきました。継続は力なり！



関連法規等の遵守状況の評価・結果、違反訴訟等の有無

当社に適用される環境関連法規とその遵守状況について、過去12ヶ月間の評価を行った結果、違反はありませんでした。
関係当局からの違反等の指摘、近隣住民からの苦情や訴訟もありませんでした。 (確認日：2026年4月1日)
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適用される法規制等 適応される事項
遵守

状況

環境基本法 公害防止、自然環境保全、廃棄物の適正処理 〇

廃棄物処理及び清掃に関する法律

一般廃棄物収集運搬業の許可更新（2年毎） 〇

産業廃棄物収集運搬業の許可更新（5年毎） 〇

廃棄物置場の適正保管（表示看板設置） 〇

マニフェストの記録・保管等（保管期間5年間） 〇

廃棄物の適正処理 〇

収集運搬車両への表示、許可証写し等の書面備付 〇

産業廃棄物管理票交付等状況報告書 〇

浄化槽法/中津市廃棄物の処理及び再利用に関する条例
大分県浄化槽保守点検業者の登録に関する条例

浄化槽清掃業の許可更新（2年毎） 〇

浄化槽保守・点検業の許可更新（3年毎） 〇

保守点検及び記録表の交付（3年保管） 〇

浄化槽管理士の研修受講 〇

中津市環境基本条例 事業者の責務 〇

道路交通法

安全運転義務（第70条） 〇

アルコールチェック義務化（第9条） 〇

車両点検整備の義務（第48条） 〇

自動車リサイクル法 使用済自動車の引き渡し 〇

家電リサイクル法 特定家庭用機器の引き渡し 〇

フロン排出抑制法 業務用エアコンの簡易点検・点検記録の保存 〇

グリーン購入法 環境物品への需要の転換（第5条） 〇

労働安全衛生法

労働者の安全と健康の確保（第3条） 〇

快適な職場環境の形成（第71条） 〇

健康診断の実施（第66条） 〇



・

代表者による全体の評価と見直しの結果
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全体の評価

2025年度は、環境関連法規を遵守し、重大な環境事故や外部からの苦情もなく、環

境経営計画を概ね着実に実施することができました。電力使用量の目標達成や5S活

動の定着など、社員一人ひとりの取組が成果につながっています。一方、燃料やコ

ピー用紙の使用量、資源物の分別と記録には課題が残りました。目標の達成状況だ

けでなく、その要因を振り返り、次の改善につなげていくことが重要です。今後も、浄化

槽の適正な維持管理や省エネルギー機器の提案など、本業を通じた環境配慮を大

切にし、安全性や業務効率と両立しながら継続的な改善を進めてまいります。

見直し・今後の対応

指示事項 変更の有無 コメント

1. 環境経営方針 □有 ■無
当社の使命と目指す姿を明確にするため、基本理念を見直しましたが、
基本方針に変更はありません。

2. 環境経営目標 ■有 □無
産業廃棄物の資源化や浄化槽事業を通じた環境保全について、新た
に目標として掲げたいと思います。

3. 環境経営計画 ■有 □無
環境経営目標の見直しに伴い、具体的な取り組み内容を整理し、事業
に即した計画へ見直しをかけていきましょう。

4. 実施体制 □有 ■無 現行の実施体制で継続する。

5. 環境経営システム □有 ■無 現行の方向性で問題なし。

今後は、環境事故や災害時にも事業継続できるよう
事業継続力強化計画の策定を進めていきます！



25-27年度 中期環境経営目標

※二酸化炭素排出係数は、0.472kg-CO2／kWh（九州電力 令和6年度・調整後）を使用。 ※化学物質は使用していないため、目標設定は行わない。 
※24年度を新基準値とし、CO2排出量、電力使用量は△1%、ガソリン・軽油使用量は現状維持、可燃ごみ・上水使用量は前年度以下を目標とした。 
※26年度より追加となった目標値については、具体的な達成手段を追記している。
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環境経営目標 単位
2024年度 2025年度 2026年度 2027年度

基準年 目標 目標 目標

Ⅰ.二酸化炭素排出量の削減 kg-CO2 38,187 38,124 38,124 38,124

(1) 電力使用量 kWh 13,010 12,880 12,880 12,880

(2) ガソリン使用量 ℓ 2,622 2,622 2,622 2,622

(3) 軽油使用量 ℓ 10,028 10,028 10,028 10,028

Ⅱ. 一般廃棄物排出量の削減

(1) 可燃ごみ排出量 kg 558 ≦558 ≦617 前年度実績以下

(2) コピー用紙使用量 枚 32,483 ≦32,483 ≦33,805 前年度実績以下

Ⅲ. 産業廃棄物の資源化

廃材（がれき類）の資源化 % - - 100% 100%

★計画・達成手段：浄化槽補修作業時に発生した廃材を適正に分別し、再資源化施設へ搬入する。

Ⅳ. 水使用量の削減

上水使用量 ㎥ 50 56 56 56

Ⅴ. 環境配慮活動の推進

(1) 浄化槽事業を通じた環境保全 - - 計画の遵守 計画の遵守

★計画・達成手段：①浄化槽の適正な維持管理や使用方法について、利用者への啓発を行う。②合併浄化槽への転換や省エネ型ブロワへの
更新を推奨する。③ホームページやSNS等を活用し、水環境保全や環境配慮に関する情報を発信する。

(2) 5Sの徹底 計画の遵守 計画の遵守 計画の遵守 計画の遵守
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